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■ 大幅な工期短縮
アーチ部材の架設は1日約10ｍ。

現場打ちカルバート工法に比べ

工期を大幅に短縮できます。

■ 高土被り対応、大きな内空断面
特有のアーチ形状により、薄い部材厚（40cm）でも、

30ｍの土被りに対応できます。

また20ｍの大スパンを可能にし、

これにより様々な内空断面を実現しています。

■ 美しいデザイン
アーチ曲線の造形美が周辺環境に調和します。

■ 優れた経済性
従来のRC橋梁／鋼製橋梁の代わりに、

テクスパン工法を適用することで、

大幅なコスト削減に貢献します。

■ 簡単な施工
1対の部材を相互に架設、

特殊技術や熟練工は不要です。

施工事例
道路橋 …………………………………3
河川橋 …………………………………5
橋梁代替 …………………………………7
連続アーチ ………………………………8
高土被り／その他 …………………………9

施工手順 ………………………………11
テクスパン標準規格表 ………………13
ヒロセの
アーチカルバート工法シリーズ ……14

素早くつなぐ。未来へつなぐ。
時代はオール・プレキャスト。
テクスパン工法が
「お客様の悩み」を解消します。
テクスパン工法は現場打ちカルバート工法に代わる、
プレキャスト・アーチカルバート工法です。
施工性／経済性／景観性に優れ、橋梁代替え工事、
カルバート工事にと、多くの実績を積んできました。
施工は1対のアーチ部材を相互に架設する繰り返し作業なので、
特殊技術や熟練工を必要とせず、大幅な工期短縮を可能にします。

コスト削減と
省力化を実現する
5つの特長

特長1

特長2

特長5

特長3

特長4

1 2



■ 大幅な工期短縮
アーチ部材の架設は1日約10ｍ。

現場打ちカルバート工法に比べ

工期を大幅に短縮できます。

■ 高土被り対応、大きな内空断面
特有のアーチ形状により、薄い部材厚（40cm）でも、

30ｍの土被りに対応できます。

また20ｍの大スパンを可能にし、

これにより様々な内空断面を実現しています。

■ 美しいデザイン
アーチ曲線の造形美が周辺環境に調和します。

■ 優れた経済性
従来のRC橋梁／鋼製橋梁の代わりに、

テクスパン工法を適用することで、

大幅なコスト削減に貢献します。

■ 簡単な施工
1対の部材を相互に架設、

特殊技術や熟練工は不要です。

施工事例
道路橋 …………………………………3
河川橋 …………………………………5
橋梁代替 …………………………………7
連続アーチ ………………………………8
高土被り／その他 …………………………9

施工手順 ………………………………11
テクスパン標準規格表 ………………13
ヒロセの
アーチカルバート工法シリーズ ……14

素早くつなぐ。未来へつなぐ。
時代はオール・プレキャスト。
テクスパン工法が
「お客様の悩み」を解消します。
テクスパン工法は現場打ちカルバート工法に代わる、
プレキャスト・アーチカルバート工法です。
施工性／経済性／景観性に優れ、橋梁代替え工事、
カルバート工事にと、多くの実績を積んできました。
施工は1対のアーチ部材を相互に架設する繰り返し作業なので、
特殊技術や熟練工を必要とせず、大幅な工期短縮を可能にします。

コスト削減と
省力化を実現する
5つの特長

特長1

特長2

特長5

特長3

特長4

1 2



アーチ部材の架設終了後、すぐにテクスパン内空側の利用が可能です。
立体交差の工事などでは交通遮断を最短に抑えることができます。

道路橋

大阪府
スパン18.0ｍ／ライズ7.6ｍ／
延長9.5ｍ／土被り1.6ｍ

国道新設に伴う跨道橋計画において、現場打
ちボックスカルバート、橋梁等との比較検討の中
で、テクスパン工法が採用されました。

山形県
スパン11.5ｍ／ライズ6.0ｍ／
延長53.6ｍ／土被り8.3ｍ

テクスパンの広々とした内空断面は、明るく、開
放感を与えます。照明施設はアーチ部材に設
けたインサートに取り付けることができます。

北海道
スパン14.9ｍ／ライズ7.0ｍ／延長100.8ｍ／土被り6.1ｍ

橋梁との比較検討の中で、経済性、景観性に優れたテクスパン工法
が採用されました。坑口壁には緑化補強土が採用されています。

テクスパンはこんな用途に用いられています。
プレキャスト・アーチカルバート工法

施 工 事 例

3 4

宮崎県
スパン12.0ｍ／ライズ6.4ｍ／延長118.4ｍ／土被り3.0ｍ

桜並木を横断する道路に採用されました。テクスパン工法は、
現場打ちカルバートに比べ大幅に工期を短縮できます。

静岡県
スパン13.5ｍ／ライズ6.5ｍ／延長13.2ｍ／土被り2.1ｍ

テクスパン工法なら、アーチ部材架設後は内空の交通開放
が可能です。工事期間中の交通遮断を短縮させることがで
きます。また坑口壁に化粧、デザインを施すことにより景観性
が一段と向上します。
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テクスパンはこんな用途に用いられています。
プレキャスト・アーチカルバート工法

施 工 事 例

アーチ部材を左右交互に組み立てる構造です。
ボックスカルバートのような底版がないため、河川の切り回し／
道路の迂回などを必要とせず、複雑な現場条件にも適用できます。

河川橋

島根県　
スパン10.9ｍ／ライズ4.3ｍ／
延長18.9ｍ／土被り3.8ｍ

並行する2本の旧橋架け替えに際
し、盛土によって道路高を自由に変
えられるカルバート工法である、テク
スパン工法が採用されました。

岐阜県
スパン15.2ｍ／ライズ5.6ｍ／延長12.6ｍ／土被り1.0ｍ

テクスパン工法はカルバート設計で検討するので、設計時間も大
幅に短縮できます。

山梨県
スパン11.0ｍ／ライズ5.4ｍ／延長9.5ｍ／土被り2.2ｍ

橋梁と比較し、テクスパン工法の採用となりました。テクスパン工法
はプレキャスト・カルバート工法なので、橋梁のような特殊技術や熟
練工は不要です。

山形県
スパン18.8ｍ／ライズ8.6ｍ／
延長19.5ｍ／土被り4.7ｍ

1級河川を渡河した事例です。テク
スパン工法は大きな内空断面が可
能なので、管理用通路も余裕を持っ
て確保できます。テクスパンの基礎
には杭が併用されています。

滋賀県
スパン15.5ｍ／ライズ5.6ｍ／延長8.2ｍ／土被り1.1ｍ

ダム建設現場内の橋梁として、橋梁設計との比較検討の中で、
経済性、景観性に優れたテクスパン工法が採用されました。
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従来のRC橋梁／鋼製橋梁の代わりに、
テクスパン工法を適用することで、
コスト面／工期面で大きなメリットが得られます。

橋梁代替 連続アーチ
スパン長の限界を超える大規模な現場でも、
アーチ部材を連続に設置することが可能なので、
要求される現場仕様に応えます。

岩手県
スパン13.5ｍ／ライズ7.5ｍ／
延長76.3ｍ×2連／
土被り15.0～16.0ｍ
当初は連続高架橋梁案で考えられ
ていましたが、土工への変更により
工事費を大幅に低減できるテクス
パン工法が採用されました。カル
バート工法による橋梁代替えは騒
音低減の面でも注目されています。

スパン20.1ｍ／ライズ9.1ｍ／
延長18.9ｍ／土被り3.2ｍ
テクスパン工法はカルバート工法。盛
土を有効に利用でき、橋梁に比べ設
計が比較的容易、施工性、経済性に
も優れます。大スパンに対応できるテ
クスパン工法であれば橋長30ｍクラ
スの橋梁代替えも可能です。

岐阜県
スパン13.4ｍ／ライズ5.5ｍ／
延長10.7ｍ×2連／土被り1.4ｍ

景観性を求められた橋梁の代替えと
して採用されました。テクスパンの
アーチ形状は景観性に優れ、周囲
の景観に調和します。
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■テクスパン工法と橋梁工法の比較例

〈テクスパン工法〉 〈橋梁工法〉

構造性

施工性（上部）

施工性（下部）
景観性
走行性
安全性
経済性

テクスパン工法 橋梁工法
3ヒンジのアーチ構造物を構築する工法で、部材は2次製品化が図ら
れている。独自のアーチ曲線により、部材厚を薄くすることができる。
油圧式160tクレーンにより架設を行う。
現場工期4ヶ月程度（擁壁含む）。
水替えによりオープン掘削で施工する。現場工期2ヶ月程度。
良好。
特に問題なし。
冬季に路面凍結の危険性が低い。
優れている。

横断勾配、曲線に合わせて桁を作成。

枠組み支保工および、支柱式支保工の全支保工型式により施工する。
現場工期5ヶ月程度。
水替えによりオープン掘削で施工する。現場工期4ヶ月程度（擁壁含む）。
特に問題なし。
伸縮ジョイントが入るため、やや劣る。
冬季に路面凍結の危険性が高い。
やや劣る。



テクスパンはこんな用途に用いられています。
プレキャスト・アーチカルバート工法

施 工 事 例
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テクスパンはこんな用途に用いられています。
プレキャスト・アーチカルバート工法

施 工 事 例

テクスパン工法は3ヒンジアーチ構造。土圧に対して安定性が高く、
施工時に発生する曲げモーメントを低減できます。
薄いアーチ部材にもかかわらず、高土被りに対応することができます。

高土被り／その他

京都府
スパン9.5ｍ／ライズ5.9ｍ／
延長84.4ｍ／土被り16.6ｍ

土被りが10ｍを超えるようなカルバート工事で
も、テクスパン工法なら40cmの部材厚で適応
が可能です。独自のアーチ曲線が、部材内の軸
力をスムーズに伝えます。

神奈川県
スパン12.5ｍ／ライズ7.0ｍ／
延長23.3ｍ／土被り5.0ｍ

既設のトンネル延長に採用された事例です。テ
クスパン工法なら、アーチエレメント架設終了
後、直ちに交通開放が可能なので、交通規制
期間を短縮できます。

三重県
スパン6.7ｍ／ライズ3.7ｍ／延長27.7ｍ／
土被り10.9ｍ／平面線形31R　

テクスパン工法なら、曲線のカルバートにするこ
ともできます。異形部材を組み合わせることによ
り、30Ｒ～100Ｒ程度の平面線形が可能です。

高土被りカルバート

トンネル抗口延長

曲線施工

9 10

高知県
スパン9.5ｍ／ライズ6.0ｍ／
延長89.5ｍ／土被り14.0ｍ

当初、現場打ちのアーチカルバートが考えられて
いましたが、高土被りでは大断面になること、施
工性が劣ることなどの理由により、テクスパン工
法の採用となりました。

岐阜県
スパン14.4ｍ／ライズ6.6ｍ／延長40.2ｍ／
土被り4.2ｍ／平面線形100Ｒ

異形部材の組み合せにより、坑口竹割り形状、
曲線のカルバートにした事例です。坑口壁には
緑化補強土壁が採用されています。

竹割り抗口
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プレキャスト・アーチカルバート工法

11 12

■抗口壁工事
テクスパン工法の坑口壁には、一般的に補強土工法が採用されて
います。テールアルメ工法の技術を用い、壁面材にメッシュパネルを
使用した工法で施工性に優れています。壁面は盛土完了後に現場
打ちコンクリートで仕上げるので変形しにくく、また天然石積みデザイ
ンや化粧タイルの張付けなど、周囲に調和した景観を作り出すことが
できます。

■基礎工事
現場打ちで施工し、特に基礎キー
ウェーは精度に注意して施工します。

■アーチ部材の組立
アーチ部材は千鳥状に配置するの
で、支保工などは不要です。

■抗口部の連結工
地震時の影響を考慮して抗口付近の
アーチ部材をPC鋼棒で連結します。

■防水工事
目地部に防水シートをはり、水の浸入
を防ぎます。

■盛土工事
盛土工は抗口付近の盛土工と同時
期に行われるため相互に調整して施
工を行います。

連結位置
A部

B部

アンカー
プレート

カップラー
連結用

カップラー
連結部

目地部

PC鋼棒

防水シート

防水シート

〈基礎キーウェイの断面図〉

〈組立微調整図〉

150mm

部材厚＋100mm程度

内側 外側
鉄板（スペーサー）

ジャッキ

脚部目地材

アーチ部材

基礎

■完成

〈部材仕様〉

補強材
メッシュパネル

坑口壁工 補強土壁工

テクスパン基礎

L

45

30
30
60

5

補強材

12
5

42
0

530

ダブルフック

L

65
定着アンカー

抗口壁の構成部材

フルサイズ パネル断面図

施工手順
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45°
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45°

テクスパン工法

指定された盛土材
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テクスパン標準規格表

建築限界
幅(m)

適応土被
(m)

スパン
(m)

ライズ
(m)

部材厚
(cm)

部材幅
(m)

軸線長
(m)

部材重量
（ｔ/枚）

4.0以下

5.0

7.0

8.0
9.0

10.5

12.0

13.0
14.5

1 ～ 3

4 ～10

4 ～10

1 ～ 3

4 ～10

1 ～ 3

1 ～ 3

4 ～10

4 ～10

1 ～ 3

1 ～ 3

1 ～ 3

1 ～ 3

8.0

8.0

9.0

10.0

11.0

11.0

12.0

12.0

13.0

14.0

15.0

16.0

18.0

4.2

4.4

5.3

5.1

5.7

5.6

6.0

6.2

6.8

6.3

6.8

6.8

7.5

25

25

25

25

25

30

30

30

35

35

35

40

40

1.25

1.25

1.25

1.25

1.25

1.25

1.25

1.25

1.25

1.25

1.25

1.25

1.25

13.34

13.61

15.84

16.37

18.01

18.08

19.50

19.69

21.58

21.64

23.29

24.31

27.06

5.2

5.3

6.2

6.4

7.0

8.5

9.1

9.2

11.8

11.8

12.7

15.2

16.9

8.3

8.5

9.9

10.2

11.3

13.6

14.6

14.8

18.9

18.9

20.4

24.3

27.1

m当り
重量(t/m)

ヒロセではお客様の現場仕様／用途に合わせ、中小規模のプレキャスト・アーチカルバート工法も取り揃えています。
建築限界と土被りに合わせ、テクスパン工法を標準化しました。
標準化テクスパンはスパン8.0ｍから18.0ｍまで13種類のラインナップ。
水路、道路、橋梁代替えとして、より経済的なカルバート工法をご提供します。

【ご注意】
●アーチ部材架設は、最初の5部材のみレッカー2台での作業となります。
●アーチ基礎は土被り、下部地盤条件によってことなります。
●テクスパン縦断勾配は6％までとします。
●標準化テクスパンは、竹割り坑口、曲線用途には対応していません。
●標準化にないサイズについては規格外となります。詳細については別途ご連絡ください。

コンスパン工法は美観に優れているだけでなく
テクスパン工法と同様に幅広い適用範囲を持つ工法です。
主に大規模工事のテクスパン工法に対し、
内空幅4ｍ～12ｍの中小規模の構造物に適しています。

■主な特長
経済性 ： カルバート工指針に準拠、設計がより簡便になります。
施工性 ： プレキャストアーチ部材の設置から盛土、舗装、施工まで、特殊技術は不要です。
工　期 ： 上部工から下部工まで、橋梁に比べ約40日の工期短縮。
景観性 ： 美しいアーチ形状は周辺の環境に調和します。
品　質 ： 全て工場製品、品質管理は万全です。

スパン（m）

4.8

6.0

7.2

8.4

9.6

10.8

12.6

標準土被り（m）

0.5～2.0

0.5～2.0

0.5～2.0

0.5～2.0

0.5～2.0

0.5～2.0

0.5～1.0

1.8

○

○

○

̶

̶

̶

̶

1.5

○

○

̶

̶

̶

̶

̶

1.2

○

̶

̶

̶

̶

̶

̶

2.1

○

○

○

○

○

̶

̶

2.4

○

○

○

○

○

○

̶

2.7

○

○

○

○

○

○

○

■コンスパン規格表

■比較グラフ

ライズ（m）
Type1

1.5

1.5

1.5

1.1

1.0

1.0

1.0

Type2

1.7

1.7

1.7

1.3

1.2

1.1

1.1

部材幅（m）
Type1

10.2

13.1

16.8

15.4

16.3

18.4

18.3

Type2

11.5

14.9

19.1

18.2

19.6

20.2

20.1

重量（ｔ）

13 14

コンスパン工法
ヒロセのアーチカルバート工法シリーズ

土被り
（m）

3.0

4.8 12.6 スパン長（m）

コンスパン工法

テクスパン工法

スパン

建築限界幅

土被り

ライズ

部材厚

テクスパン工法

ライズ

スパン
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1.25

1.25

1.25

1.25

1.25

1.25

1.25

13.34

13.61

15.84

16.37

18.01

18.08

19.50

19.69

21.58

21.64

23.29

24.31

27.06

5.2

5.3

6.2

6.4

7.0

8.5

9.1

9.2

11.8

11.8

12.7

15.2

16.9

8.3

8.5

9.9

10.2

11.3

13.6

14.6

14.8

18.9

18.9

20.4

24.3

27.1

m当り
重量(t/m)

ヒロセではお客様の現場仕様／用途に合わせ、中小規模のプレキャスト・アーチカルバート工法も取り揃えています。
建築限界と土被りに合わせ、テクスパン工法を標準化しました。
標準化テクスパンはスパン8.0ｍから18.0ｍまで13種類のラインナップ。
水路、道路、橋梁代替えとして、より経済的なカルバート工法をご提供します。

【ご注意】
●アーチ部材架設は、最初の5部材のみレッカー2台での作業となります。
●アーチ基礎は土被り、下部地盤条件によってことなります。
●テクスパン縦断勾配は6％までとします。
●標準化テクスパンは、竹割り坑口、曲線用途には対応していません。
●標準化にないサイズについては規格外となります。詳細については別途ご連絡ください。

コンスパン工法は美観に優れているだけでなく
テクスパン工法と同様に幅広い適用範囲を持つ工法です。
主に大規模工事のテクスパン工法に対し、
内空幅4ｍ～12ｍの中小規模の構造物に適しています。

■主な特長
経済性 ： カルバート工指針に準拠、設計がより簡便になります。
施工性 ： プレキャストアーチ部材の設置から盛土、舗装、施工まで、特殊技術は不要です。
工　期 ： 上部工から下部工まで、橋梁に比べ約40日の工期短縮。
景観性 ： 美しいアーチ形状は周辺の環境に調和します。
品　質 ： 全て工場製品、品質管理は万全です。

スパン（m）

4.8

6.0

7.2

8.4

9.6

10.8

12.6

標準土被り（m）

0.5～2.0

0.5～2.0

0.5～2.0

0.5～2.0

0.5～2.0

0.5～2.0

0.5～1.0

1.8

○

○

○

̶

̶

̶

̶

1.5

○

○

̶

̶

̶

̶

̶

1.2

○

̶

̶

̶

̶

̶

̶

2.1

○

○

○

○

○

̶

̶

2.4

○

○

○

○

○

○

̶

2.7

○

○

○

○

○

○

○

■コンスパン規格表

■比較グラフ

ライズ（m）
Type1

1.5

1.5

1.5

1.1

1.0

1.0

1.0

Type2

1.7

1.7

1.7

1.3

1.2

1.1

1.1

部材幅（m）
Type1

10.2

13.1

16.8

15.4

16.3

18.4

18.3

Type2

11.5

14.9

19.1

18.2

19.6

20.2

20.1

重量（ｔ）

13 14

コンスパン工法
ヒロセのアーチカルバート工法シリーズ

土被り
（m）

3.0

4.8 12.6 スパン長（m）

コンスパン工法

テクスパン工法

スパン

建築限界幅

土被り

ライズ

部材厚

テクスパン工法

ライズ

スパン



プレキャスト・アーチカルバート工法

テクスパン工法

ネットで簡単な数値を入力、適用工法を比較検討!
工法概要・FAQ・設計概要・技術情報・施工実績・
特殊事例・施工関連・積算・付帯工

簡易設計システム
技 術 セ ミ ナ ー

①
②

考える前に、考える前に、考える前に、

サービス提供サイトサービス提供サイトサービス提供サイト

何でもお気軽にお問い合せください

補強土カスタマーセンター 80120-167-256
フリーダイヤル ヒ  ロ  セ 　   ニコール

補強土事業本部

建材開発営業室
〒104-6218　東京都中央区晴海１丁目８番１２号（晴海アイランドトリトンスクエア オフィスタワーZ １８F）  TEL 03-5166-8940

補強土ネットサービス　www.hokyodo.jp
ホームページアドレス　www.hirose-net.com/hokyodo

 関 西 補 強 土 事 業 部  TEL（０６）６５３２-６９１７（代表）　
 〒５５０-００１５ 大阪市西区南堀江１丁目１２番１９号（四ツ橋スタービル）
 姫 路 営 業 所 TEL（０７９２）９４-６０６５（代表）
 〒６７０-００８３ 姫路市辻井７丁目７番３８号
 和 歌 山 営 業 所 TEL（０７３）４３３-４６８６（代表）
 〒６４０-８２６８ 和歌山市広道２０番地（第３田中ビル６０1号）

 関 東 補 強 土 事 業 部  TEL（０３）５６３４-４５１９（代表）
 〒１３５-００１６ 東京都江東区東陽４丁目１番１３号（東陽セントラルビル）
 甲 府 営 業 所 TEL（０５５２）２７-８８４１（代表）
 〒４００-００３２ 甲府市中央２丁目９番２１号（富士火災甲府ビル）
 新 潟 営 業 所 TEL（０２５）２４１-３４６１（代表）
 〒９５０-０９９４ 新潟市中央区上所１丁目１番２４号（エヌビル４F）

 中 部 補 強 土 事 業 部  TEL（０５２）588-8510（代表）
 〒４５0-００0３ 名古屋市中村区名駅南1丁目16番30号（東海ビル8F）
 三 重 営 業 所 TEL（０５９）２２２-８８００（代表）
 〒５１４-０００4 津市栄町2丁目364（サニーハイツ103）
 岐 阜 営 業 所 TEL（０５８）２７３-９３４６（代表）
 〒５００-８２６８ 岐阜市茜部菱野１丁目４９番地（コーケツビル１０１号室） 
 北 陸 営 業 所 TEL（０７６）２９２-２９５０（代表）
 〒９２１-８０１１ 金沢市入江２丁目４５番地（加賀工建ビル１F）
長 野 営 業 所 TEL（０２６）２２９-５１０５（代表）
 〒３８０-０８２３ 長野市南千歳２丁目１５番３号（トミノビル４０１号）
静 岡 営 業 所　TEL（０５４）２０５-６２３５（代表）
 〒４２０-０８５８ 静岡市葵区伝馬町２４番地２号（穴吹第１７静岡ビル５F）

中 国 補 強 土 事 業 部  TEL（０８２）２６１-１１４０（代表）
 〒７３２-０８０６ 広島市南区西荒神町1番8号（テリハ広島２F）　
 鳥 取 営 業 所 TEL（０８５７）２５-５５７１（代表）
 〒６８０-０９１１ 鳥取市千代水１丁目１３８
 島 根 営 業 所 TEL（０８５３）３０-７６２０（代表）
 〒６９３-０００２ 出雲市今市町北本町２丁目７番１１号（北本町ビル６号） 

 九 州 補 強 土 事 業 部 　TEL（０９２）４３６-５４３９（代表）
 〒８１２-００１１ 福岡市博多区博多駅前１丁目３１番１７号（東宝住宅福岡ビル７F）
 長 崎 営 業 所 TEL（０９５）８４２-３３１７（代表）
 〒８５２-８１４５ 長崎市昭和１丁目１３番１号（第２今井ビル２０１号）
 大 分 営 業 所 TEL（０９７）５３８-９０８１（代表）
 〒８７０-００３５ 大分市中央町４丁目２番２９号（園田ビル３F）
 南 九 州 営 業 所 TEL（０９９）２６２-０４０５（代表）
 〒８９１-０１３１ 鹿児島市谷山港１丁目１番５号
 宮 崎 営 業 所 TEL（０９８５）５８-２８９９（代表）
 〒８８９-２１５５ 宮崎市学園木花台西２丁目１番２（キャデック株式会社内）
沖 縄 営 業 所 TEL（０９８）834-9491（代表）
 〒902-0071 那覇市繁多川3丁目5番7号

 東 北 補 強 土 事 業 部  TEL（０２２）２６５-６２０３（代表）
 〒９８０-０８０２ 仙台市青葉区二日町１０番２０号（イマス二日町ビル２F）
 郡 山 営 業 所 TEL（０２４８）６３-２７１７（代表）
 〒９６２-０４０３ 須賀川市大字滑川字中津沢８３番地

 北海道補強土事業部  TEL（０１１）２３２-０５８８（代表）
 〒０６０-００３４ 札幌市中央区北四条東１丁目２番３（札幌フコク生命ビル）

 四 国 補 強 土 事 業 部  TEL（０８９）９４６-２５４６（代表）
 〒７９０-０８１４ 松山市味酒町２丁目２番２４号（新世ビル３F）
 高 知 営 業 所 TEL（０８８）８２６-１４１０（代表）
 〒７８０-００２５ 高知市愛宕山１１４番地２号
香 川 営 業 所 TEL（０８７７）４７-４６０４（代表）
 〒７６２-００１２ 坂出市林田町字番屋前４２８５番地２９９号

環 境 工 事 部 TEL（０６）６５３２-６９２３（代表）
 〒５５０-００１５ 大阪市西区南堀江１丁目１２番１９号（四ツ橋スタービル）

〒135-0016 東京都江東区東陽4丁目1番13号（東陽セントラルビル） TEL（03）5634-4508（ダイヤルイン）

07̶07̶5,000（エ）

PC07172
長方形

PC07172
長方形


